
あゆみの会総会です
宗祖親鸞聖人750回御遠忌法
要お待ち受けの2008年に結成
した「あゆみの会」も14年、
メンバーは高齢化し、体調の
不具合を抱えて、思い通りの
聞法が出来なくなりがちです。
また、コロナ感染下の社会

不安の中を生きる私たちは、
あらためて初心に戻り、お寺
との関り、お念仏生活につい
て、一人で悩むことなく、み
んなで集まり、話し合おうで
はありませんか。
日時 12月11日(日）13：30
会場 光照寺(天王寺区上汐）
内容 総会(事業報告、会計報
告、事業計画、予算案等）法
話講師 墨林浩先生(組長、光
照寺住職）

第2組報恩講勤まる
2022年11月9日(水）午後2時か

ら、第2
組最後の
仏事、合
同報恩講
が、阿倍
野区即應
寺で開催

され、組内の住職、寺族と門徒、
推進員40人がが参加して粛々と勤
められました。お内陣に13人が出
仕され、正信偈、念仏讃、和讃は
「弥陀大悲の誓願を、次第6首、
そして回向と、全員で力強く、か
つ厳粛に勤められました。その後、
土井紀明先生(8組念佛寺住職）よ
り、「南無阿弥陀仏の救い」とい
う講題で、ご法話をいただきまし
た。
先生は高校時代から人生に悩み
を持ち、仏教書にも親しまれ、金
子大榮師や清澤満之師の書物にも
出会われ、大谷大学に学ばれまし
た。
卒業後、本山研修部に勤められ、
同朋会運動の一環である本廟奉仕
団のお手伝いをされたり、ご講師
方のお話を聞かれましたが、教え

が生活の中
で実感でき
ず、鹿児島
県の甑島に

こしき

代理住職と
して移られ

ました。
先生はそこで毎日、法話をされ
ていましたが、本当に信じてもい
ない法話をすることが辛くなり、
もう辞めようと思われていたある
日、風呂から上がって、何となく
法話テープを聴いている時、「凡
夫は仏法を聞いても、ちっとも受
け付けない、信じられない身であ
る。そんなものを助けるのが阿弥
陀さまである」と言うお話を聴い
て、涙が流れて止まらないように
なった。今まで信じよう、助かろ
うとしてきたが、信じられないも
のを救って下さる、それが「南無
阿弥陀仏」であると。
阿弥陀様は私たち凡夫に、助か
らん者であると知らせて助ける。
「お念仏のいわれをよく聞き続け
てください」「あー、そうか、と
頷ける時が必ず来ますから」と、
最後におっしゃいました。
休憩後、同朋総会になり、友澤
秀三住職(南照寺）の司会で、アン
ケートの中から、「第2組の法話
会も高齢化等で、参加者が減って
いるが、対策はないのか」とか、
「推進員養成講座を開いて欲しい」
とか、「養成講座の目的である同
朋の会のイメージがハッキリしな
い」とかの意見が紹介されました。
また会場から、「第2組において、
養成講座はそれなりの実績があっ
たと思われるが、他にも教化につ
いて何か考えておられるのか」と
住職方に問いかけられたところ、
墨林組長は「コロナの状況下、な
かなか難しいが、教化委員会で検
討したい」と答えられました。
司会の友澤住職から「子や孫にど
のように法義相続していくか考え
てほしい」と提言があり、同朋総
会が終了しました。(レポート：細
川克彦〈佛足寺〉）
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宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要テーマ「南無阿弥陀仏－人として生まれた意味をたずねていこうー」

親鸞のことば
充実した今を生きる力

本願力にあいぬれば
むなしくすぎるひとぞなき

（高僧和讃）

人生には様々 な苦しみがあります。
「むなしくすぐる(空しく過ぐる）」と
は、暇だ、やる気が出ない時間だけが過
ぎていく、そのような苦しみです。また、
自分の好き嫌いで人を批判したり、人の
あら探しをしたり、人をうらやんだりす
ることに熱心で、結果、今この瞬間を大
切に生きていない状態でもあるでしょう。
阿弥陀さまの本願の力はそのような人々
に、浄土と言う真実の世界を開きます。
向かうべき方向が定まればやる気も出て
くることでしょう。また、真実の世界に
触れればいかに自分が不真実・不誠実な
在り方をしているかに気づくことでしょ
う。本願力によって、空しく時を過ごす
ことを超えられる、そのことを親鸞は実
感をもって語っているのです。
この言葉の元である、インドの天親の
著した「浄土論」には浄土のはたらきが
29種類説かれています。この言葉もそ
の一つです。親鸞はそれらを大切にし、
浄土の救いを具体的に述べるのです。
(名古屋別院「人生を照らす親鸞の言葉」
より）

あゆみ続ける身
この11月で82歳になって、

今、あらためて考えることは、
持つべきものは・・でした。
右往左往の人生でしたが、父

母の引き合わせで、即應寺を通
じて、親鸞さんの教えに出遇
わせていただいたのです。
それでなかったら、のんべん

だらりと人生を過ごし、人生に
大事なことを忘れて生きて来た
のではないでしょうか。
仏法の教えに触れることによっ
て、我が身を振り返り、自身の
人生にとって、何が大事である
かを思い出して、生きることで
あると教えられます。
これからも、ご縁のあった多

くの仲間と一緒に、本当にお念
仏を申す身になることを目指し
て、歩んでいきたいと。
この1年、ありがとうござい

ました。今後とも、よろしくお
願いします。合掌。（本）



紙上法話
大無量寿経の仏道⑪

延塚知道先生
阿難は五

つ誉めて、
要するに何
を言ってい
るかという
と、「お釈
迦さま、今
日私は初め
てあなたを
如来と仰ぎ
ます」と。真理の世界から、
私のために出てきてくださっ
た。如から来てくださった。
如来として仰ぎます。
だから普通の人間にあった、

人間釈尊に会った。そんなこ
とは言ってません。人間お釈
迦さまを通して如来を見た、
と言ってるんです。『大経』
は、真理の方から来てくれた
人を見たと言うことから始ま
るんです。『大経』は、凄い
でしょ。
その『大経』に説かれてい

る仏法を、親鸞聖人は体全体
で生きていかれた。だから
『大経』をよく読むと、親鸞
聖人のことが説かれてると思
います。
そして阿難は、さらにこう

言う。「去来現の仏、仏と仏
こらいげん

と相念じたまえり」過去と現
在と未来の仏さま同士が、お
互いに念じ合っています。お
釈迦さま、あなたも他の仏さ
まを念じておられます。
そして「今の仏も諸仏を念

じたまうこと、なきことを得
んや」。これを仏々相念と言
います。お互いに仏さまと仏
さまが念じ合っている。お釈
迦さま、あなたは今阿弥陀仏
と念じ合った。あなたが阿弥
陀仏を念じれば阿弥陀があな
たを念じる。
つまり、阿難はお釈迦さま

を通して阿弥陀を見たのです。
先生に出会うと言うのは、そ
ういうことなんです。お釈迦
さまの肉体を通して、阿弥陀
と言うものを見た。だからお
釈迦さま、あなたは今阿弥陀
と一つになっております。

ちょっと待て
ところが、それに対してお

釈迦さまは阿難に言われる。
「諸天の汝を教えて仏に来た
し問わしむるや、自ら慧見を
もって威顔を問いたてまつる
や」。これは、お釈迦さまは
阿難に「ちょっと待て」と言
われるんです。
阿難は「あなたは如来です」
と言って、せっかく誉めてい
るのに。「ちょっと待て阿難、
あなたはだれかから教えても
らってそう言っているのか、
それとも自分で問うたのか」
お釈迦さまの方が阿難の言っ
たことを確かめています。何
故か分かりますか。
ここが大事なんですよ。よ

く考えれば、如来のことが分
かるのは、如来の悟りを覚っ
ている人しかおらん。一般的
な常識で言ったら、「如来が
分かる」と誉めたんなら、お
前は如来かと言う話です。
それまでの仏

教だと、大乗の
菩薩道と言う如
来になっていく
道がある。それ
は52段階ある。
十信、十住、十
行、十回向、十
地、この50段階と等覚、妙覚。
一生懸命に修行して登って

行って、等覚と言うのがある。
これは如来と等しい悟り。妙
覚と言うのは、如来の悟りそ
のもの。そこまでたどり着い
て、初めて如来が分かると言
うのが普通の常識です。
如来のことが分かるんだっ

たら、自分が如来でないと分
からんはずや。それを阿難は
「あなたは如来です」と言う
んやから、お前自分で問うて
いるんか。しかし阿難は覚っ
ていない人たちの代表として、
お釈迦さまに問うているんで
す。
覚っていない人が、どうし

て如来と分かるのか。お釈迦
さまは「覚っている舎利弗に、
聞いたんじゃないのか」と言
われているんです。舎利弗と
か、勝れた仏弟子たちに教え

てもらって言っ
ているのか、
それとも自分
で言っている
のか」
そうしたら阿難は「いえ、私
は自分自身で申し上げている
んです」とお釈迦さまに答え
ます。お釈迦さまは「おお、
よう言った」と。そして「今
日はなぜか、悟りを開いてい
ない人が、如来が分かると言
うことが起こっている。覚る
ことができない代表として、
阿難がその問いを出してくれ
た。今日こそ、そういうこと
がどうして起こったのかと言
うことを説法しよう」、こう
言って説きだされるのが『大
無量寿経』です。
修行して階段を一つづつ上

がっていくというのなら良く
わかる。普通に考えられる仏
教です。僕らの頭は、そうなっ
てるからね。覚るためには一
生懸命頑張るやろう。人間は
努力するようになってる。
説く日がやってきた
ところが今日は違うことが

起こっている。そして今から
説法しましょうと言われて、
法蔵菩薩の物語が説きだされ
る訳です。あの法蔵菩薩のお
物語と言うのは、何故阿難が
お釈迦さまを如来と仰ぐこと
ができたのかを教えてるので
す。
修行を積んで如来の悟りに

到達しようと言うのが仏教や
と説いてたんやけれど、そう
じゃない。横超の横さまに、

おうちょう

ぱっと悟りに到達するような
仏教があると言うことを、今
日は説く日がやっと来た。
そして阿難のような悟りを

覚れない人が、そう言ってる
わけだから、今日こそ世界中
の人が救われる道を説く日だ。
それが法蔵菩薩の物語。この
物語と言うのは、そんなに難
しい話じゃありません。何故、
僕らに出会いが起こるかと言
うこと。そして出会いが起こっ
たと言うことはどんな意味が
あるかと言うことを教えてい
るわけです。（つづく）
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